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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第102期
第３四半期
連結累計期間

第102期
第３四半期
連結会計期間

第101期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日

自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 45,355,742 12,779,420 65,893,725

経常利益 (千円) 2,472,776 487,948 3,833,943

四半期(当期)純利益 (千円) 1,239,261 249,139 2,592,276

純資産額 (千円) ― 18,753,515 18,543,863

総資産額 (千円) ― 40,675,038 40,832,633

１株当たり純資産額 (円) ― 652.71 644.88

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 44.99 9.04 97.22

潜在株式調整後１株
当たり四半期(当期)
純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 44.2 43.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 3,053,798 ― 3,944,779

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,779,748 ― △2,894,603

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 739,469 ― △1,089,867

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 3,328,484 1,423,998

従業員数 (名) ― 1,232 1,196

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名)
1,232
(232)

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の (　　) は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員を外数で記載したものであり

ます。　

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員87名を除いております。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名)
785
(73)

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の (　　) は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員を外数で記載したものでありま

す。　　

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員83名を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円)

エンジン部品事業 6,756,334

自動車用部品事業 5,989,989

その他事業 16,224

合計 12,762,548

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　金額は、販売価格によっております。
３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当社グループ(当社及び連結子会社)は、受注生産を行っていないため、該当事項はありません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

エンジン部品事業 6,756,334

自動車用部品事業 6,006,394

その他事業 16,691

合計 12,779,420

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先

当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

いすゞ自動車株式会社 10,277,848 80.4

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(１) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間における経済環境は、これまで世界経済を牽引してきた新興諸国での経済

成長が大きく鈍化し、米国サブプライムローン問題に端を発した米国大手証券会社の経営破綻など世界

的な金融市場の混乱、株安や米国ドルなど主要通貨に対する円高の急速な進行に加え、原油価格の乱高

下、原材料価格の高騰等が企業収益を圧迫し、国内景気はかつてない程の厳しい局面を迎えました。

このような情勢下において、売上高は前年同期実績を下回り127億７千９百万円となりました。損益面

におきましては、売上減少の影響と設備投資の増加に加え、税制改正に基づく耐用年数の変更に伴う減価

償却費の増加が重なり、営業利益は３億７千１百万円、経常利益は４億８千７百万円、四半期純利益は２

億４千９百万円と、ともに前年同期実績を下回りました。

　

事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　

①　エンジン部品事業

建設機械市場におきましては、国内では景気の先行き不安等の影響により、建設投資が引き続き低

水準で推移し、海外では欧米地域を中心に金融収縮に伴う住宅投資の減少等により需要は前年同期

比で減少しました。このような環境のもと、売上高は前年同期実績を下回り67億５千６百万円となり

ました。損益面では、売上減少の影響と設備投資の増加に加え、税制改正に基づく耐用年数の変更に

伴う減価償却費の増加が重なり、営業利益は前年同期実績を下回り１億６千５百万円となりました。

　

②　自動車用部品事業

トラック市場におきましては、国内では燃料価格高騰や景気の急減速に伴う企業の設備投資減少

の影響等により、需要は前年同期比で減少しました。海外では資源国・新興国を中心に需要は堅調に

推移しました。このような環境のもと、売上高は前年同期実績を下回り60億６百万円となりました。

損益面では、売上減少の影響と設備投資の増加に加え、税制改正に基づく耐用年数の変更に伴う減価

償却費の増加が重なり、営業利益は前年同期実績を下回り１億７千８百万円となりました。

　

③　その他事業

売上高は前年同期実績を下回り１億７千２百万円、営業利益は前年同期実績を下回り２千２百万

円となりました。
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所在地別セグメントの業績については、次のとおりであります。

　

①　日本

トラック市場におきましては、国内では燃料価格高騰や景気の急減速に伴う企業の設備投資減少

の影響等により、需要は前年同期比で減少し、海外では資源国・新興国を中心に需要は堅調に推移し

ました。建設機械市場におきましては、国内では景気の先行き不安等の影響により、建設投資が引き

続き低水準で推移し、海外では欧米地域を中心に金融収縮に伴う住宅投資の減少により需要は前年

同期比で減少しました。このような環境のもと、売上高は前年同期実績を下回り111億７千３百万円

となりました。損益面では、売上減少の影響と設備投資の増加に加え、税制改正に基づく耐用年数の

変更に伴う減価償却費の増加が重なり、営業利益は前年同期実績を下回り１億５千４百万円となり

ました。

　

②　アジア

ピックアップトラック用部品を中心に売上高が増加したこと等により、売上高は前年同期実績を

上回り21億５千４百万円、営業利益は前年同期実績を上回り２億２千万円となりました。

　

(２) 財政状態の分析

(資産)

流動資産は、前連結会計年度末に比べ３億３千４百万円減少し、162億４千７百万円となりました。こ

れは、主に現金及び預金が19億４百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が22億５百万円減少した

ことなどによります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べ１億７千６百万円増加し、244億２千７百万円となりました。こ

れは、設備投資を実施したことにより建設仮勘定が12億４千３百万円増加したものの、機械装置及び運

搬具が３億６千６百万円減少し、国内連結子会社の保有資産を減損処理したことにより土地が２億９

千６百万円減少し、また投資有価証券が３億４千４百万円減少したことなどによります。

(負債)

流動負債は、前連結会計年度末に比べ20億円減少し、129億６千８百万円となりました。これは、設備

投資を実施したことにより、その他の流動負債に含まれる未払金が15億１千１百万円増加したものの、

支払手形及び買掛金が15億８千５百万円減少し、短期借入金が７億７千万円減少し、未払法人税等が５

億４千２百万円減少し、また賞与引当金が３億４千７百万円減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ16億３千３百万円増加し、89億５千３百万円となりました。こ

れは、主に長期借入金が16億１千７百万円増加したことなどによります。

(純資産)

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ２億９百万円増加し、187億５千３百万円となりました。これ

は、利益剰余金が11億２千９百万円増加したものの、為替換算調整勘定が６億７百万円減少し、またそ

の他有価証券評価差額金が２億１千７百万円減少したことなどによります。
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(３) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、第２四半期連結

会計期間末に比べ17億３百万円増加し、33億２千８百万円となりました。

(イ)　営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果得られた資金は20億１千９百万円となりました。 

収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益４億２千７百万円、減価償却費５億７百万円、売上債権

の減少額23億３千９百万円であり、支出の主な内訳は、仕入債務の減少額10億７千９百万円、法人税等

の支払額６億６千６百万円であります。

(ロ)　投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果使用した資金は10億６千７百万円となりました。

これは、主に有形固定資産の取得による支出10億６千９百万円によるものであります。

(ハ)　財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果得られた資金は８億２百万円となりました。

これは、主に短期借入金の返済による支出が18億６千３百万円であったものの、長期借入による収入

が27億６千１百万円であったことなどによるものであります。

　

(４) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(５) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は63,172千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 69,120,000

計 69,120,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 27,573,00027,573,000
東京証券取引所
(市場第二部)

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式で
あり、単元株式数は1,000株で
あります。

計 27,573,00027,573,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年10月１日～
平成20年12月31日

― 27,573,000 ― 2,331,390 ― 1,416,546

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   　28,000

―
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 27,466,000  27,466 同上

単元未満株式 普通株式     79,000― 同上

発行済株式総数 27,573,000― ―

総株主の議決権 ― 27,466 ―

(注)　１「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が7,000株(議決権７個)含まれて

おります。

２「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式295株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
自動車部品工業株式会社

神奈川県海老名市上郷
４丁目３番１号

28,000 ― 28,000 0.1

計 ― 28,000 ― 28,000 0.1

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 480 523 484 422 387 329 294 180 156

最低(円) 432 470 419 376 321 244 166 138 130

(注)　株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,328,484 1,423,998

受取手形及び売掛金 ※３
 10,234,825

※３
 12,440,482

製品 236,910 354,969

半製品 215,807 272,402

原材料 916,742 903,390

仕掛品 253,739 265,375

その他 1,060,721 920,827

流動資産合計 16,247,230 16,581,445

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） ※１
 8,244,138

※１
 8,610,937

土地 10,989,507 11,286,000

その他（純額） ※１
 3,772,607

※１
 2,575,619

有形固定資産合計 23,006,252 22,472,557

無形固定資産

のれん 259,008 281,898

その他 72,896 73,827

無形固定資産合計 331,904 355,725

投資その他の資産 1,089,650 1,422,904

固定資産合計 24,427,808 24,251,187

資産合計 40,675,038 40,832,633

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※３
 8,156,114

※３
 9,741,333

短期借入金 1,383,736 2,154,221

未払法人税等 165,392 708,346

賞与引当金 210,694 557,908

その他 ※３
 3,052,338

※３
 1,806,948

流動負債合計 12,968,276 14,968,758

固定負債

長期借入金 2,845,717 1,228,635

再評価に係る繰延税金負債 4,103,719 4,103,719

退職給付引当金 1,677,167 1,809,910

その他 326,642 177,746

固定負債合計 8,953,246 7,320,011

負債合計 21,921,523 22,288,770
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,331,390 2,331,390

資本剰余金 1,416,546 1,416,546

利益剰余金 8,592,777 7,463,698

自己株式 △11,386 △10,934

株主資本合計 12,329,327 11,200,700

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 15,401 232,579

土地再評価差額金 5,953,280 6,042,925

為替換算調整勘定 △319,628 287,414

評価・換算差額等合計 5,649,053 6,562,919

少数株主持分 775,134 780,243

純資産合計 18,753,515 18,543,863

負債純資産合計 40,675,038 40,832,633
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 45,355,742

売上原価 41,270,811

売上総利益 4,084,930

販売費及び一般管理費

運送費 143,957

給料及び手当 765,663

賞与引当金繰入額 29,093

退職給付引当金繰入額 24,361

減価償却費 62,854

賃借料 79,486

租税公課 52,335

試験研究費 103,591

のれん償却額 22,889

その他 656,253

販売費及び一般管理費合計 1,940,487

営業利益 2,144,443

営業外収益

受取利息 1,360

受取配当金 11,314

スクラップ売却収入 355,466

その他 90,033

営業外収益合計 458,175

営業外費用

支払利息 61,632

為替差損 21,057

支払手数料 28,485

その他 18,666

営業外費用合計 129,842

経常利益 2,472,776

特別損失

固定資産売却損 11,204

固定資産除却損 17,279

投資有価証券評価損 61,650

減損損失 140,834

過年度退職給付費用 24,108

特別損失合計 255,077

税金等調整前四半期純利益 2,217,699

法人税、住民税及び事業税 501,215

法人税等調整額 291,671

法人税等合計 792,887
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

少数株主利益 185,550

四半期純利益 1,239,261
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 12,779,420

売上原価 11,777,602

売上総利益 1,001,818

販売費及び一般管理費

運送費 55,443

給料及び手当 229,157

賞与引当金繰入額 29,093

退職給付引当金繰入額 7,450

減価償却費 22,751

賃借料 27,334

租税公課 21,586

試験研究費 32,516

のれん償却額 7,371

その他 197,253

販売費及び一般管理費合計 629,959

営業利益 371,858

営業外収益

受取利息 46

受取配当金 3,107

スクラップ売却収入 108,666

その他 49,537

営業外収益合計 161,357

営業外費用

支払利息 18,037

支払手数料 19,627

その他 7,603

営業外費用合計 45,268

経常利益 487,948

特別損失

固定資産売却損 △115

固定資産除却損 △6

投資有価証券評価損 61,650

過年度退職給付費用 △755

特別損失合計 60,773

税金等調整前四半期純利益 427,174

法人税、住民税及び事業税 △103,926

法人税等調整額 219,913

法人税等合計 115,987

少数株主利益 62,047

四半期純利益 249,139
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,217,699

減価償却費 1,480,161

減損損失 140,834

のれん償却額 22,889

退職給付引当金の増減額（△は減少） △123,560

受取利息及び受取配当金 △12,675

支払利息 61,632

為替差損益（△は益） 21,057

有形固定資産除売却損 28,483

投資有価証券評価損益（△は益） 61,650

売上債権の増減額（△は増加） 1,952,950

たな卸資産の増減額（△は増加） 66,049

仕入債務の増減額（△は減少） △1,338,777

未払消費税等の増減額（△は減少） △15,288

その他 △86,082

小計 4,477,025

利息及び配当金の受取額 12,675

利息の支払額 △56,164

法人税等の支払額 △1,379,737

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,053,798

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,779,158

有形固定資産の売却による収入 2,998

投資有価証券の取得による支出 △3,587

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,779,748

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,500,000

長期借入れによる収入 2,761,478

長期借入金の返済による支出 △397,720

自己株式の取得による支出 △451

配当金の支払額 △110,182

少数株主への配当金の支払額 △13,655

財務活動によるキャッシュ・フロー 739,469

現金及び現金同等物に係る換算差額 △109,033

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,904,486

現金及び現金同等物の期首残高 1,423,998

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,328,484
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

会計方針の変更

(1) 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基

準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を

第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準につい

ては、製品、半製品、原材料、仕掛品は、主として先入先

出法による原価法から主として先入先出法による原

価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)に、貯蔵

品は主として移動平均法による原価法から主として

移動平均法による原価法(収益性の低下による簿価切

下げの方法)に変更しております。

この変更による当第３四半期連結累計期間の損益

及びセグメント情報に与える影響は軽微であります。

(2) 連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理

に関する当面の取扱いの適用

「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処

理に関する当面の取扱い」(企業会計基準委員会　平

成18年５月17日　実務対応報告第18号)を第１四半期

連結会計期間から適用しております。

この変更による当第３四半期連結累計期間の損益

に与える影響はありません。

(3) 在外子会社の本邦通貨への換算基準の変更

在外子会社の収益及び費用は、従来各社の決算日の

直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、第

１四半期連結会計期間より期中平均相場により円貨

に換算する方法に変更しております。これは、取引高

の増加及び為替相場の急激な変動による期間損益へ

の影響を平準化し、より適正な期間損益を連結財務諸

表に反映させるために行ったものであります。

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第

３四半期連結累計期間の売上高が406,150千円、営業

利益が52,285千円、経常利益が61,165千円、税金等調

整前四半期純利益が59,088千円それぞれ増加してお

ります。

なお、セグメント情報に与える影響は当該箇所に記

載しております。
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【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１　棚卸資産の評価方法

　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関し

ては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する

方法によっております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

　固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを

考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分する

方法によっております。

　なお、定率法を採用している資産については、連結会

計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

――――――

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

有形固定資産の耐用年数の変更

当社及び国内連結子会社においては、機械及び装置

について平成20年度の法人税法の改正による法定耐用

年数の変更を契機として経済的耐用年数を見直した結

果、耐用年数を12年から９年に変更しております。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、

経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ

167,252千円減少しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 27,374,019千円

　２　債務保証

 被保証者  保証金額 被保証債務の内容

　従業員 　4,657千円 住宅購入資金

※３　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関

の休日であったため、次の四半期連結会計期間満期

手形が、四半期連結会計期間末残高から除かれてお

ります。

受取手形 18,379千円

支払手形 179,180〃

設備関係支払手形 46,190〃

※１　有形固定資産の減価償却累計額 27,278,012千円

　２　債務保証

 被保証者  保証金額 被保証債務の内容

　従業員 　2,262千円 住宅購入資金

※３　　　　　　　―――――――

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月30日)

――――――

　

第３四半期連結会計期間

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

――――――

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,328,484千円

現金及び現金同等物 3,328,484千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 27,573,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 28,725

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 110,182 ４ 平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　
エンジン部品
事業(千円)

自動車用部品
事業(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

6,756,3346,006,39416,69112,779,420 ― 12,779,420

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― 157 155,892156,050(156,050) ―

計 6,756,3346,006,552172,58412,935,470(156,050)12,779,420

　営業利益 165,504178,39322,212366,110 5,748 371,858

(注) １　事業の業種等の類似性を考慮して区分しております。

２　各区分の主な製品

　　 (1)　エンジン部品事業 ……　　産業用エンジン製造

　　 (2)　自動車用部品事業 ……　　駆動・伝動装置部品製造等

　　 (3)　その他事業 ……………　　福利厚生施設の管理等

３　会計方針の変更

　(在外子会社の本邦通貨への換算基準の変更)

　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載の通り、第１四半期連結会計期間か

ら在外子会社の収益及び費用の換算基準を変更しております。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　
エンジン部品
事業(千円)

自動車用部品
事業(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

23,768,02221,472,600115,11845,355,742 ― 45,355,742

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― 157 565,474565,631(565,631) ―

計 23,768,02221,472,757680,59345,921,373(565,631)45,355,742

　営業利益 824,3061,209,06395,5312,128,90115,5422,144,443

(注) １　事業の業種等の類似性を考慮して区分しております。

２　各区分の主な製品

　　 (1)　エンジン部品事業 ……　　産業用エンジン製造

　　 (2)　自動車用部品事業 ……　　駆動・伝動装置部品製造等

　　 (3)　その他事業 ……………　　福利厚生施設の管理等

３　会計方針の変更

　(在外子会社の本邦通貨への換算基準の変更)

　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載の通り、第１四半期連結会計期間か

ら在外子会社の収益及び費用の換算基準を変更しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比

べて、当第３四半期連結累計期間の売上高は「自動車用部品事業」が406,150千円増加しております。また、営

業利益は「自動車用部品事業」が52,285千円増加しております。なお、「エンジン部品事業」及び「その他事

業」についてはセグメント情報に与える影響はありません。
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　
日本
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

10,830,7711,948,64912,779,420 ― 12,779,420

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

342,337 205,668 548,006(548,006) ―

計 11,173,1092,154,31713,327,426(548,006)12,779,420

　営業利益 154,218 220,518 374,736 (2,878)371,858

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する国

　　アジア …… タイ、インドネシア

３　会計方針の変更

　(在外子会社の本邦通貨への換算基準の変更)

　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載の通り、第１四半期連結会計期間か

ら在外子会社の収益及び費用の換算基準を変更しております。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　
日本
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

39,004,9786,350,76345,355,742 ― 45,355,742

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

1,012,798645,9721,658,770(1,658,770) ―

計 40,017,7766,996,73547,014,512(1,658,770)45,355,742

　営業利益 1,230,576921,2372,151,813(7,370)2,144,443

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する国

　　アジア …… タイ、インドネシア

３　会計方針の変更

　(在外子会社の本邦通貨への換算基準の変更)

　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載の通り、第１四半期連結会計期間か

ら在外子会社の収益及び費用の換算基準を変更しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比

べて、当第３四半期連結累計期間の売上高は「アジア」が406,150千円増加しております。また、営業利益は

「アジア」が52,285千円増加しております。なお、「日本」についてはセグメント情報に与える影響はありま

せん。
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【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　

アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 1,948,649 15,210 1,963,859

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 12,779,420

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

15.3 0.1 15.4

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する国

　　 (1)　アジア ……………　　タイ、インドネシア

　　 (2)　その他の地域 ……　　アメリカ合衆国

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

４　会計方針の変更

　（在外子会社の本邦通貨への換算基準の変更）

　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載の通り、第１四半期連結会計期間か

ら在外子会社の収益及び費用の換算基準を変更しております。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　

アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 6,350,763 39,690 6,390,453

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 45,355,742

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

14.0 0.1 14.1

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する国

　　 (1)　アジア ……………　　タイ、インドネシア

　　 (2)　その他の地域 ……　　アメリカ合衆国

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

４　会計方針の変更

　（在外子会社の本邦通貨への換算基準の変更）

　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載の通り、第１四半期連結会計期間か

ら在外子会社の収益及び費用の換算基準を変更しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比

べて、当第３四半期連結累計期間の売上高は「アジア」が406,150千円増加しております。また、連結売上高に

占める海外売上高の割合は「アジア」が0.8％増加しております。なお、「その他の地域」についてはセグメ

ント情報に与える影響はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

652.71円 644.88円

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 18,753,515 18,543,863

普通株式に係る純資産額(千円) 17,978,381 17,763,619

差額の主な内訳(千円)

　少数株主持分 775,134 780,243

普通株式の発行済株式数(千株) 27,573 27,573

普通株式の自己株式数(千株) 28 27

１株当たり純資産額の算定に用いられ
た普通株式の数(千株)

27,544 27,545

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 44.99円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ― 円

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 1,239,261

普通株式に係る四半期純利益(千円) 1,239,261

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 27,544

　

EDINET提出書類

自動車部品工業株式会社(E02156)

四半期報告書

25/29



第３四半期連結会計期間

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 9.04円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ― 円

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 249,139

普通株式に係る四半期純利益(千円) 249,139

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 27,544

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月12日

自動車部品工業株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　 山　 本　 和　 夫　 印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　 西　 田　 英　 樹　 印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている自動

車部品工業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年　４月１日から平成

20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、自動車部品工業株式会社及び連結子会社の平

成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期

間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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